
別紙４      
『テーブル４』 （UPTD:＞1,358） 

１） 適応 
・『テーブル６』で治療中、1.8Kg/cm2G（0.18MPa）で症状が増悪するⅡ型減圧症 
・5Kg/cm2G（0.5MPa）-30 分以内には症状が寛解しない動脈空気塞栓症 
・『テ－ブル６A』で治療中、1.8Kg/cm2G以上で症状が再発したⅡ型減圧症 

２） 加圧速度: 0.6Kg/cm2/分 
３） 減圧速度: 0.6Kg/cm2/分以下 
４） 5Kg/cm2Gでの治療時間には、5Kg/cm2Gまでの加圧時間を含む 
５） 間歇酸素呼吸を以下の順序でおこなう 

1. 1.8Kg/cm2Gに到達後、酸素 25 分、空気 5 分呼吸を１サイクルとする間歇的酸
素呼吸を開始する。1.8Kg/cm2Gでは、間歇的酸素呼吸を最低４サイクル実施す
る。この間、専門医はテンダーに患者の状態を常時監視させる 

2. 患者およびテンダーとも、0.9Kg/cm2Gからの減圧開始２時間前より、酸素 60
分呼吸、空気 15 分呼吸を 1 サイクルとする間歇的酸素吸入を行う 

３．専門医は米国海軍ダイビングマニュアル（1999、2001 改定Ａ版）に記載の「DCS
または AGE 治療ガイド」を参考にして治療することが望ましい 

６） 『テーブル４』実施にあたっては、事前に職員の配置及び治療装置の機能が長時間に  
亙って維持できることを確認してからでなければ実施してはならない 
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